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5 10 3 ／ 5

出所： ADB（2001a）p. 25
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5 11 4 ／ 5

出所： ADB（2001a）p. 26
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5 12 5 ／ 5

出所： ADB（2001a）p. 27

4

プロジェクトの目的は公害対策の側面が強く、結果はおおむね妥当なものであり、特段地元住

民からの反対意見は出なかったようである。プロジェクトの目的がすでに悪化している環境を改

善するものであり、「環境への悪影響を最低限に止める」というアセスメントの観点からは評価の

むずかしいプロジェクトであるが、代替案検討が充実していたため参考として取り上げた。ADB

の他の報告書では必ずといっていいほど設けられている「住民参加」の章がこの報告書では省略

されているのは、こうしたことが理由かもしれない。また、このようなプロジェクトの性質をふ

まえて、“detailed environmental assessment or analysis is unnecessary”と最後に結んでいる。
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5 13

出所： ADB（2001a）p. 20
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5 1 2 2 Harbin water supply project

1

本プロジェクトは、哈爾濱（Harbin）市周辺での深刻な水不足と水質改善を目的としたもので

ある。プロジェクトの中止を含め、水の浄化方法から運搬方法、浄化施設の立地選定まで幅広い

代替案が検討されている。そして、これらの代替案は事前の入念な地元住民の意識調査に基づい

て策定されたことが記述されている。

2

対象地域の年間降水量は 650 mmで、それらの 70％以上が 6～ 8月のものである。主な水源は

Lalin川だが非常に不安定であり、10年に一度は壊滅的な洪水をひき起こす。貯水池の建設で洪水

を軽減することにより、1年を通じて 1 m3 ／ s以上の流量が確保できるといわれている。哈爾濱

（Harbin）市を通過する Songhua川は、流域内のすべての排水の行き着く場所となっているため

水質汚染が進んでいる。中国では水質を 1から 5のクラスに分けており、1と 2は飲み水として

使える水質で、3は浄化すれば 1や 2に匹敵する水質に改善できるもの、4および 5は水質汚染の

ひどいものとされている。Songhua川はクラス 4に分類されており、浄化キャンペーンなどが行

われたものの、楽観的に見積っても 2015年までは使える水質にはならず 2019年までは要すると

いわれている。また地下水の使用量が水位レベルを維持できる量を超えており、地域の地盤に悪

影響を与えている。

流域の生態系、社会環境は表 5 － 14のとおりである。

5 14

出所： ADB（2002a）p. 12
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5 15

出所： ADB（2002b）p. 14

5 2

3

出所： ADB（2002b）p. 4


